
令和４年度富士市自衛隊入隊・入校予定者激励会を実施
隊
・
入
校
予
定
者
激
励
会
に
参
加
し
た
。

激
励
会
で
は
、
市
を
代
表
し
て
市
長
が
「
国
家
の
安

衛
隊
協
力
会
、
募
集
相
談
員
東
部
連
絡
会
、
静
岡
県
防

む
上
で
、
健
康
を
第
一
に
訓
練
に
励
ん
で
ほ
し
い
」
と

士
市
役
所
で
開
か
れ
た
令
和
４
年
度
富
士
市
自
衛
隊
入

衛
隊
幹
部
候
補
生
、
防
衛
大
学
校
学
生
、
陸
・
海
・
空

族
が
参
加
し
、
市
長
や
同
市
自
衛
隊
家
族
会
、
同
市
自

挨
拶
し
た
。
ま
た
、
静
岡
地
方
協
力
本
部
長
は
「『
Ｓ

後
輩
と
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
、
ま
た

長
・
本
間
亮
２
等
陸
尉
）
は
２
月
２
０
日
（
月
）、
富

一
般
曹
候
補
生
、
自
衛
官
候
補
生
、
高
等
工
科
学
校
生

こ
の
激
励
会
は
同
市
が
主
催
し
た
も
の
で
、
海
上
自

徒
に
合
格
し
入
隊
・
入
校
を
決
め
た
１
８
人
と
そ
の
家

衛
協
会
の
会
員
が
見
守
っ
た
。

尽
く
す
こ
と
が
自
衛
隊
で
は
重
要
で
あ
り
必
要
に
な
っ

静岡・山梨・長野の３地本が相互研修で交流
こ
れ
は
、
総
務
・
募
集
・
援
護
業
務
の
担
当
者
が
そ
れ
ぞ
れ
研
修
や
意
見
交
換
を
行
い
、
今
後

る
静
岡
募
集
案
内
所
を
訪
れ
、
自
衛
官
募
集
業
務

施
設
を
活
用
し
て
部
外
講
師
に
よ
る
就
職
相
談
や

た
。

（
御
殿
場
市
）
に
お
い
て
、
山
梨
・
長
野
両
地
方
協
力
本
部
と
の
相
互
研
修
を
行
っ
た
。

初
日
は
総
務
・
募
集
業
務
担
当
者
が
本
部
庁
舎
、
援
護
業
務
担
当
者
が
富
士
地
域
援
護
セ
ン
タ

自
衛
官
が
民
間
企
業
に
再
就
職
す
る
た
め
の
支

１
日
（
火
）、
静
岡
地
本
本
部
庁
舎
、
静
岡
募
集
案
内
所
（
静
岡
市
）、
富
士
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー

ー
に
お
い
て
、
静
岡
地
本
の
概
要
や
業
務
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
相
互
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

の
業
務
に
役
立
て
よ
う
と
実
施
し
た
も
の
。
山
梨
か
ら
１
６
人
、
長
野
か
ら
６
人
が
参
加
し
た
。

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
富
士
地
域
事
務
所
（
所

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
武
田
恭
一
１
等
空
佐
）
は
２
月
２
０
日
（
月
）
と
２

再
就
職
す
る
３
５
歳
以
上
の
隊
員
へ
の
求
人
が
豊

を
付
け
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
地
域
の
コ
ン
ビ
ニ
に

話
し
、
今
後
の
業
務
へ
の
意
欲
を
見
せ
た
。

研
修
参
加
者
は
「
実
際
に
現
場
を
見
て
意
見
交

記念品贈呈 謝辞

集合写真

を
代
表
し
て
一
般
幹
部
候
補
生
と
し
て
入

そ
の
後
、
市
や
協
力
団
体
か
ら
記
念
品

校
予
定
の
近
藤
弘
基
さ
ん
が
「
富
士
市
出

身
者
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
自
衛
官
と
な
れ

る
よ
う
努
力
し
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

け
邁
進
し
て
い
く
。

の
連
携
を
図
り
、
自
衛
隊
の
活
動
基
盤
で

を
贈
呈
し
、
最
後
に
入
隊
・
入
校
予
定
者

る
よ
う
心
身
を
鍛
え
、
期
待
に
応
え
ら
れ

あ
る
人
材
確
保
と
更
な
る
理
解
促
進
に
向

富
士
所
は
、
今
後
も
市
や
協
力
団
体
と

全
を
守
る
と
と
も
に
災
害
派
遣
に
従
事
す
る
任
務
に
臨

自
身
の
成
長
に
繋
が
る
」
と
激
励
し
た
。

え
て
ほ
し
い
」
と
伝
え
、「
自
分
よ
り
周
り
や
相
手
に

て
く
る
。
実
行
す
る
こ
と
で
同
期
や
先
輩
、
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広報官との交流 意見交換

置
い
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
静
岡
所
の
広
報
官
が

電
話
よ
り
も
ネ
ッ
ト
の
方
が
気
軽
。Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

や
広
報
活
動
な
ど
に
つ
い
て
研
修
を
行
っ
た
。

た
。
自
分
た
ち
の
地
域
で
も
参
考
に
し
た
い
」
と

静
岡
地
本
で
は
募
集
業
務
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
デ

２
日
目
は
、
静
岡
市
葵
区
と
駿
河
区
を
担
当
す

制
充
実
の
た
め
県
を
越
え
た
連
携
強
化
が
図
ら
れ

現
場
で
の
活
動
を
伝
え
た
。

り
、
業
務
改
善
に
努
め
て
い
く
。

「
広
報
官
の
工
夫
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

換
す
る
こ
と
が
で
き
、
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」

ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
お
り
、「
若
者
は
は
が
き
や

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
他
地
本
と
の
連
携
を
図

援
を
行
う
援
護
業
務
で
は
、
静
岡
県
の
求
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
こ
と
、
任
期
満
了
で

富
な
こ
と
な
ど
に
強
い
関
心
が
集
ま
り
、
支
援
体


